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六
年
ほ
ど
前
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ

る
仕
事
の
確
率
を
試
算
し
た
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

の
研
究
者
の
論
文
が
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
人
間
の
能
力
を
超
え
る
技
術
的
特

異
点
（
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
技
術
環
境
の
変
化
を
反
映
し
て
、
大
学
図

書
館
員
は
必
要
な
ス
キ
ル
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
、
英
国
で
公
表
さ
れ
た
「
高
等
教
育
ス
キ
ル
調
査

レ
ポ
ー
ト
」＊
は
、
図
書
館
・
情
報
専
門
家
協
会
（CILIP

）

が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社CB Resourcing

と
共
同
で
、

高
等
教
育
機
関
で
働
く
た
め
に
現
在
と
将
来
に
必
要
と
な

る
重
要
な
ス
キ
ル
を
、
図
書
館
管
理
者
を
対
象
に
調
査
し

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
報
告
書
で
は
、
伝
統
的
な
八
つ
の
ス
キ
ル
で
あ
る

「
研
究
ス
キ
ル
」「
主
題
知
識
」「
ス
タ
ッ
フ
管
理
」「
教
育

関
連
の
連
絡
・
調
整
」「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
・
訓
練
」

「
図
書
館
教
育
・
訓
練
」「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
管
理
」「
目
録
と

分
類
」
に
つ
い
て
「
非
常
に
重
要
で
あ
る
」「
需
要
で
あ

る
」「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」「
重
要
で
は
な
い
」「
全
く
重
要

で
は
な
い
」
の
五
段
階
で
の
回
答
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

か
い
つ
ま
ん
で
結
果
を
紹
介
す
る
と
、
現
在
「
非
常
に

重
要
で
あ
る
」
と
回
答
が
あ
っ
た
上
位
の
伝
統
的
な
ス
キ

ル
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
管
理
（
七
五
％
）、
教
育
関
連
の
連

絡
・
調
整
（
六
八
％
）、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
・
訓
練

（
六
七
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
回
答
者
が
現
在
重
要
で
か
つ
将
来
と
も
重
要
と

認
識
し
て
い
る
、
他
の
ス
キ
ル
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
」

「
研
究
支
援
」「
リ
ポ
ジ
ト
リ
管
理
」「
デ
ジ
タ
ル
・
ス
キ
ル

／
デ
ジ
タ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」「
教
育
」「
デ
ー
タ
分
析
」

「
Ａ
Ｉ
と
の
作
業
」「
メ
タ
デ
ー
タ
標
準
の
開
発
」「
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
ス
キ
ル
」「
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
の
作
業
経
験
」

の
十
の
ス
キ
ル
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
五
年
間
「
非
常
に
重
要
で
あ
る
」
ま
た

は
「
重
要
で
あ
る
」
と
回
答
が
あ
っ
た
上
記
の
伝
統
的
な

ス
キ
ル
は
、
ス
タ
ッ
フ
管
理
（
九
七
％
）、
研
究
ス
キ
ル

（
九
五
％
）、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
・
訓
練
（
九
四
％
）、

教
育
関
連
の
連
絡
・
調
整
（
八
四
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
こ
の
調
査
結
果
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
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